
 

 

 
 

 

 

学校の教育活動についてのアンケート結果より 
12月に実施しました「学校の教育活動についてのアンケート」は〃多くの保護者の皆様にご回

答いただきました。ご多用の中〃ありがとうございました。結果を拝見し〃保護者の皆様の関心

の高さを改めて認識しました。学校を温かく見守っていただいていることに感謝申し上げます。 

今回のアンケート結果を〃下記のとおり〃項目別にグラフにまとめました。今回〃初めての設

問３ 「子どもたちは楽しく英語活動に取り組めるようにしている」は〃今年度、英語活動を実施

している５・６ 年生の保護者の方のみの肯定的回答（A:よくあてはまる・B:だいたいあてはまる）

の割合は約89.6％でした。 

この結果を真摯に受け止め〃平成29年4月からの学校運営を総括するとともに〃平成30年度に

向けて〃児童の実態や興味・関心〃学校として特色を生かしながら継続的に教育活動を行うた

めの貴重な意見であると受け止めております。今後とも、ご理解、ご協力の程、よろしくお願い

申し上げます。
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あいさつできる子どもを育てようとしている。

子どもが意欲的に学習し、学力がつくように指導している。

子どもが楽しく英語活動に取り組めるようにしている。

子どもが本好きになるよう読書活動の充実に努めている。

いじめを許さず、仲間を大切にする子どもを育てている。

子どもを理解し、悩みや問題等に適切に対応している。

子どもの安全や健康について、十分配慮している。

きれいで落ち着いた学校環境づくりに努めている。

学校の様子を授業参観や学校・学年通信等でよく知らせている。

地域・保護者に開かれた学校になっている。

Aよくあてはまる Bだいたいあてはまる

Cあまりあてはまらない Dあてはまらない

～学校から保護者の皆様へ～ 

 

学校教育目標「やる気いっぱい やさしさいっぱい 夢いっぱい」 
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設問1「学校は、あいさつできる子どもを育てようとしている。」の肯定的回答は〃約91.9％

という割合でした。また〃挨拶に関する児童アンケートの肯定的回答割合は〃保護者アンケ

ートとほぼ同様の90％でした。 

一方〃平成30年2月1日付け「学校だより 第26号」でお知らせしたとおり〃通学の様子を

見守っていただいている保護者あるいは地域の見守りボランティアの方から厳しい意見が

寄せられており〃職員は「自分からあいさつする子が少ない。」「学校を離れるとあいさつ

をしない現状がある。」という認識をしております。 

学校においては〃これまでから取り組んでいる「あいさつ運動」や生活委員会による呼び

かけの工夫・改善に取り組んでいくとともに〃職員はこれまで以上に折に触れあいさつの大

切さを伝えてまいります。また〃職員による声かけや〃朝のあいさつを奨励しながら〃職員

それぞれが手本となるあいさつを心がけたいと思います。 

家庭や地域においても〃心が通い合う挨拶の輪が広がることを願っております。 

 

設問３「子どもたちは楽しく英語活動に取り組めるようにしている。」は、お子さんが英語活

動を学んでいない４ 年生以下の保護者の方には回答いただきにくい設問でした。 

平成30年度〃本校は３・４年生は15時間の外国語活動を新たに行い〃５・６年生はこれまで

実施していた35時間に15時間を加えて計50時間の外国語科の授業を実施します。 

指導計画等の準備はもちろんですが〃本校では〃これまでは５・６年で実施する外国語活動 

の全ての授業に〃原則〃参加しておりましたが、これからは同時に複数のクラスで外国語活動

または外国語科を実施することもあり得ることから〃授業で使用するカードやＣＤを整備する

とともに〃ＡＬＴや英語ボランティアとの打ち合わせを充実させ〃どの学級も同じ内容の指導

ができるよう準備しております。 

英語ボランティアの活動は〃平成３０年１月９日付け「学校だより 第26号」でお知らせ 

したところですが〃改めて「英語ボランティア」を募らせいただいております。このこと 

に少しでも関心をお持ちいただける方は〃本校教頭(232-3502)までご連絡ください。 

外国語活動・外国語科（英語）に係るボランティア募集【再掲】 

○小学校における英語活動に興味があり、以下の活動をご支援いただける方 

     ・外国語活動及び外国語科（英語）の授業における学習支援  

・英語の絵本の読み聞かせ    ・掲示物の作成 

○積極的に子どもたちと活動することに意欲のある方 

  

設問５「いじめを許さず、仲間を大切にする子どもを育てている。」及び設問６「子ども 理 

解し、悩みや問題等に適切に対応している。」の２項目は〃肯定的回答の割合が90％を下回り

ました。 

学校では〃担任を中心に日々の子どもたちの様子を観察し〃子どもたちの悩みや思いを受け 

止め〃学校生活が円滑になるよう努めているところですが〃その指導や対応が十分でなかった 

と反省しております。 

担任だけでなく〃必要に応じて学年主任・生徒指導担当等もかかわる全校的な体制で指導し 

ておりますが〃子どもたちが仲間を大切にし〃抱える悩みや問題に寄り添いながら〃安心して 

楽しく学校生活が送れるよう努めてまいります。 

 ご家庭に学校での様子や対応をお伝えすることで〃状況を共有し〃共通理解を図りながら指 

導しますが〃お子さんのことで気になることがありましたら〃担任のみならず〃管理職や養護 

教諭〃他の職員などどの職員でも結構ですのでご相談いただければと思います。 

また〃相談室には〃定期的に学校職員以外のスクールカウンセラーを配置し〃子どもたちや 

保護者の相談に対応しておりますので〃よろしければご活用ください。スクールカウンセラー 

への相談は〃配布しております「北立誠小相談室だより」をご覧ください。  


